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砂1¥トンタッチ

2年間の事務局を終えて 清水昭八

事務局を引き受けてこの 2年間、あたふたと過

ぎて諸問題をかかえ、次期事務局に日本大学 ・芸

術学部にパトンタッチすることになった。

きて、ここで先ず問題になることは、年々増加す

る記録資料・会報・書類等の移転運送である。

整理するにも破棄してしまって後悔の念にから

れるようでは一大事である。ここに固定した事務

所も考えなければならない時期にきているのでは

ないだろうか。人事上の問題・事務局長、書記、会

計と場所の問題を二分して考えてみるのも一つの

方法かも知れない。

このことによって事務局を東京地域から他の地

域に移すことも出来やすくなり、会の活動内容も

幅広く新鮮さも出てより多様性を期待出来るので

はないだろうか。

大学版画研究会事務局の仕事は現在のところ、明

日の美術を担う版画家育成の観点から、大学版画

展開催が大きな部分を取っている。本年度までは

東京 ・大阪フォルム画廊、丸ノ内画廊の両画廊さ

んに多大のご支援をうけて開催し大きな役割を果

たしてきているが、次回からの開催を町田の国際

版画美術館に移るにあたり、根本的に考えてみる

必要があると思う。一つには大学版画研究会と美

術館との関係をどのような立場に置き、どのよう

な目的と仕事の関連性をもって実施してゆくかと

いうことである。初回を実施するにあたり、美術

館の意向も打診して、本会の指向するものが何で

あるかを固めて置くことが重要と思われる。

未解決のまま継続審議中のものに、海外美術大

学との交流展の実施要項の雛がた作成がある。前

向きに考え早急にまとめ上げ、懸案の一つ、東南

アジアの美術大学との交流展の準備もそろそろ始

めておきたいものである。

海外会員の問題も話題にあがったこともあった

が、その後どうなったものだろうか、国際性を強

めるためにも海外会員の輪を積極的に広めたいも

のである。

積み残しの事項も多々あり、次期事務局にバト

ンタッチ。

無力の小生を助けてくださった会員の皆さん、

特に書記の池田さん、会計の若月さん、心から感

謝いたします。

事務局引き継にあたって 有地好登

今年一月下旬、武蔵野美術大学版画研究室に於

て、清水先生、若月氏より事務局引き継をしてま

いりました。

大学版画研究会が、昭和49年日月に発足して以

来12年が経過し、その間各大学の交流 ・版画教室

の充実 ・各大学の実情を踏まえたカリキュラムの

検討など、大学版画教育の在り方を研究してまい

りました。その結果、 10年前と比較すると各大学

とも設備 ・教育内容等が、格段に飛躍したことを

考えるに、この研究会が果して来た役割は、計り

知れないものがあります。

この様な重要な研究会事務局を引き受けるにあ

たり、以前より覚惜してたとはいえ、実際に引き

継を行ない改めてその重大きに身が細る思いです。

これからの二年聞は大学版画展や、カ リキュラ

ムの検討等に於て、 一つの節目を成す時期におい

て、微弱で経験も乏しい新事務局ですが、この使

命を全力で全うするつもりですので、何卒、皆様

の御カ添えをお願い致す次第です。
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インタビ、ユー〈女屋勘左衛門先生に聞く〉

中林忠良

名誉会員である女屋勘左衛門先生が、ご入院療

養中と聞いてお見舞いに伺った。糖尿病が原因で

左足指を切断されたのが昨年暮れ、こんどは軽い

脳血栓の発作を起きれて路上に転倒、左大腿骨を

骨折されてしまった。ご入院先の清水病院にお訪

ねして、かねてから伺いたいと思っていた芸大出

議当時の様子、あるいは石版事始めなどのお話を

お聞きしてきた。

中林ー今日は、先生、東京芸大においでになられ、

た当時のことをお伺いしたくてやって来ました。

何といっても石版画を正規に大学教育の中に持

ち込まれたのは先生なんで、このあたりをはっ

きりさせておくことも、研究会としても必要な

ことですし、

女屋 そうですね。最初はね、芸大に小磯(良平)

きんのリトグラフの試刷を持って行った時に、

寺田(春式)さんがいてね、ここでも専門的に

教えなければいけないなんて話をしていたんだ。

誰かいい人がいないかなんて言ってね。そした

ら小磯さんが、ここにいるじゃないかつて一。

そんなことだったんですよ。

中林一芸大では昭和41年に版画講座が認可される

んですが、今のお話はそれよりずい分前のこと

になりますね。

女屋 -32、3年頃だったかね。それからしばらく

して梅原(政幸 ・当時助手)きんが訪ねて来て、

来てくれって言うんだ。それから山口薫さんが

履歴書を出せっていって来てね、僕はその時む

かっとしたんだ、何言ってんだ僕の方から就職

を頼んだ訳じゃないんだ、向うから来てくれっ

てえから行くんだ、それを何だ履歴書を出せっ

て。僕はへそまがりだからね。 そしたら山口薫

さんが、いや車併ヰのことゃなんかあるからって、

それで仕方なく書いたんだが、学歴って とこそ
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そういうことが面白くないんだ‘。戦前に僕が就

職する時にずい分妨害されたんだ、そのことで

ね。レッドパージみたいにね、僕は学生運動ゃ

そういうこといろいろやっていたから一。それ

で小学校卒業とだけ書いたんだ。それで、最初は、

講沼会みたいに始めたんだね。何のことはない

ね、まあその、僕のメンタルテストみたいなも

んだったんでしょう。学校中のお偉方がみんな

見に来てね、はあてな芸大というところはその、

初めての時はこう人が立ち合うのかなと、だけ

ど僕はそんなことはかまわないからね。それで

講習会が終って後で考えて見た、僕はそれ、小

学校卒業とだけ しか書かなかったからね、だか

ら、野郎どんなことを言うか聞いてみてやろう

ということじゃなかったのかね。

中林 ーそうですか、でもそれは珍しいからですよ。

初めて版画の専門家を迎えたわけですからね。

しかし、新しい形を受け入れようとする大学側

の対応が見えるようで面白いですね。

で、そうした講習会を経て、やがて絵画科(油

画、日本画専攻)の版画集中講義が聞かれると

いうことにな りますね。

女屋 ーその時、駒井哲郎さんも来たんです。

一一お二人の版画専門家を非常勤講師としてお

招きして、ここにようやく大学教育の中に版画

の正規な授業が行なわれるようになった。

それまで東京芸大では、図画師範科の後の教室

を使って、松田義之(自在画・手工 ・用器画法・

教授、昭34退官)が図画工作美術教育法の授業と

して銅版画 ・木版画を教えていた。女屋勘左衛門

は昭和33-45年、駒井哲郎は昭和34-46年、小野

忠重は昭和38-52年を非常勤講師として勤務。そ

の問、小磯良平(昭和25-46年)、脇田和(昭和43

-45年)油画教授が版画を兼任した。
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(版画講座は昭和41年に認可、大学院美術研究

科版画専攻は昭和38年に認可される。)

東京芸大における笑質的な版画教育は、絵画科

の集中講義として、石版画 ・銅版画の教育を始め

る(昭和34年と考えられる)この年、小作背史は油

画専攻 4年、中林 ・野田は 1年であった。

駒井哲郎は昭和46年、退官する小磯良平の後を

車齢、で助教授(昭和47年に教授)として就任、 こ

こに始めて常勤教官を機し、教育研究体制lが獲う

が、それまでは油画助手が担当として版画を受け

持 っていた。集中講義開設当時は吉田俊雄、昭和

36年から小松崎邦雄、38年か らは今井治男がその

4壬に当 った。

女屋 一それでもね、初めは銅版も石版も一緒に授

業したんだ。それから一年経って二つに分かれ

たんだ。

中林 一そうですか。教室はあの音校の方の、あの

当時は図書館があって、その裏手の木造の校舎

でしたね。教室が中で仕切られていて、 二段ほ

ど段を下りたコンクリート床の方にエッチング

プレスが置いてあって 。

女屋 一狭いところでね。 その上の方に石版のプレ

スカヘ 3台か 4台だったかな。

中林ー僕が油画科の 3年で版固め集中講義を受け

たのが昭和36年ですからね。そうすると僕の受

けた時はようやく軌道に乗ったところだったん

て"すね。そうですか。

もちろん石版は女屋先生から教わりましたよ o

女屋 一それから 3年か4年経ってからね、小野(忠

重)さんがやって来たんだね。

中林 ーその頃は僕は大学院、野田(哲也)氏は油

の大学院で、副科目で版画をと っていた。校舎

は彫刻科払い下げのコンクリート床だったけど

天井が高くて、木版は二階の小さな教室でした。

女崖先生が教えていられた時代というのは、

芸大でもまだ閏まらなくてうろうろしていた時

代でいすね。だから教室もあ っちこ っちに追いや

られていましてね。ほら、プレハブの教室の頃

もありましたもの。

さっきも言いましたけど、日本において大学

教育の中に版画がちゃんと取り入れられたのは

ごくごく最近のことなんですよね。そうした最

初の版画の種を蒔かれた先生のお一人が女屋先

生なのです。

女屋一僕が入る時に、あれは学部長の小塚(新一

郎)さんがね、僕は聞いたんだ、版画の何を教

えればいいのかつてね。そしたら小塚さんが、

どういうことって版画の技術を教えればいいっ

て言うんだ。僕はね、頼まれたから仕方なしに

行ったんだ。 トマトのシチューみたいなもんだ

ったんだね。味が変っていてね、 色どりを添え

るようなものだったんだね。

だから採点もしなかったんだ。 それで脇田

(和)さんが採点をするようになったんだ。だっ

てね、たかが半年やそこらやったからって作品

として優れているかいないか、わかりっこない。

それから講義もね、そんなものやるよりは自由

にね、画けばいいんじゃないかというのが僕の

考えだから。まあ、いろんないきさつがあった

んですよ。それが12年もいることになっちゃっ

たんだから一一一。

中林ー ところで、女屋先生と石版画の出合いとい

うのは、どんなだったのですか。

女屋一僕の義兄が石版屋だったから。

中林ーあ、そうですか。明治時代一一一。

女屋 ーいやいや大正ですよ。初めは珍しいからと

見ていたんだね。義兄のところは手刷りで、機

械が 3台ぐらいあったのかね。僕はその姉の家

に居候していたんですよ。そんな関係でね。お

前こんなの画けるかと言われてね、画くぐらい

画けるきって、本の表紙なんかね。その時分、画

工というのがあった、しかし僕は画工にはなら

なかった。今はもう何も残っていないけどね、

ずい分いろんなものを画いてね、刷ってもらっ

たんだ。それで‘段々段々、工夫してね、だから

僕のは自己流ですよ。

中林ー その頃の状況というのは僕にはわかりませ

んが、まあ街の印刷屋さん。色刷なんかも盛ん

にやっていたんですか。

女屋一 そうそう。うーんと 18か19才だったね。そ

れから田舎へ帰って、大正15年だったかね。で

も田舎へ帰ってもすることがないから、それで

手刷 りの機械を一台買って、それで、自分でやっ
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てみたんだ。だから僕の刷 る技術なんてまあた

いしたことなかったんだね。そういうことやっ

ていて、昭和 5年にまた東京に出て来たんです。

まあ東京でもなけりゃ仕事もなかったし。

(しかし義兄の石版屋はすでに廃業、止むなく自

分で始めようとしたが営業は素人で失敗。一時は

義兄の友人の石版屋に就職、しかし間もなく退職。)

だから僕は、こうジグザクジグザクしたもん

だったですよ。でも自分の性格だったんだね、

何かこう研究したいという気持が強くてね。戦

争が始ま石と同時にそこを止めて、油の研究を

始めるようになった。これは大きなカに、僕に

はなったね。

中林 一泊の研究。それは石版画に関係ある。

女屋 一そう、油脂の研究をね。実際、国産油脂化

学研究所というのを作ってね、石版に使う材料

の、クレヨンやら解墨やら乾性油の、いろいろ

やりましたよ。若いから無謀だったんだね。そ

れが戦争がはげしくなってくると材料が手に入

りにくくなってね、しまいには切搾油になって

しまって、それがまた松根油になってしまうん

です。

(戦争をはさんで先生もまた時代の波に翻弄され

る。石版画用の油脂研究がやがて時代の要求で旋

盤機械の冷却用切削油の製造に、また航空機用の

松担油の研究と指導に携わるようになる。 戦後、

この松根泊を船舶用にと考えるがうまくゆかず、

一時は印刷所に勤務もした。)

中林 ーしかしその間も、石版画にかける思いは消

えなかった。先生がまた石版画にもどられるの

はどういうきっかけだったのですか。

女屋 一それはね、新制作の連中がね、石版やりた

いってね、講習会に来てくれって言っ てきたん

だ。昭和28年頃だったかね。田園調布の研究所

へ来てくれってね、猪熊や脇田さんがいて一一

そこで僕は石版画を講義しなくちゃなんないか

ら、うん。そこでやって、それからですよ。

中林 ーじゃあ、その新制作の研究所に呼ばれたの

が一 つのきっかけで、今までの経験を生かして

本格的に制りを始められた。

女屋 ーそう、そう。そこには小磯さんや山口さん

もいたね。それからこんどは、美術家連盟でも

5 会報 No.15ー

始 ったわけだ。美術家連盟で、はやっている人が

いたんだ。 しかしその人が駄目でね、それでお

前ゃれって一一。

中林 ーただ刷るだけの職人じゃだめですからね、

この仕事は。絵画きの自由な気分ていうのをよ

くわかっている人じ ゃなくちゃ。 ずい分いろん

な人のを刷ったんでしょ 。利根山光人とか北川

民次、 吉岡堅二 とか一一一。

女屋 ーみんなね、よくやりましたよ。

中林ーそうした経緯があ って、 芸大へ いら っ しゃ

るようになる。 なるほど。 それから小作さんや

田村きん、さらに東谷君や小林清子 きんなど若

い人たちが育っ て来た。

さらに芸大を退職されてから、東京版画研究

所を主宰、そこでも沢山の若い人たちを育てら

才1.1，こ。

いや一 、長時間ありがとうございました。

インタビューは昭和60年 8月13日、ご入院先の

清水病院。車 椅子に乗った先生と差 し向いで、病

院が空けてくれた診療室で行なった。案じていた

よりずっ とお元気で、リハビリを受けてからいろ

いろ石版画について書くつもりだと意気軒昂。近

く東京版画研究所から「実験リトグラフ」を出版

すべく、すでに準備を進められているとい う。

失礼ながら、老いてますます盛ん。先生のご健

在を心から喜んだ。

帰りぎわ、このたび自費出版された「魂の浄化

一一一アナーキーの実践とその消長」をいただいた。

ちょ っと怠外な気がしたが、先生のなにものにも

束縛きれない自由で若い、そしてへそまがり人生

の原点を見るような気がしたものだった。

インタビューから大分時日が経ってしま ったが、

その後、相模大野の北里病院に転院されたと聞い

て、本年 4月に再びお見舞いに上った。 一時肺炎

を怠い体力を消耗されていられたが、 83オ、いま

だ意気健康で斗病を続けて居られることを報告し

ておく 。
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インキの専門用語 くその 1> 

-インキ ・補助剤

・ヱクステ ンダー 印刷インキに混和して、色を

うすめるために用いる補助剤。ビヒクルと体質顔

料からなり半透明状である。

・エマルシ ョンイ ンキ 油性のビヒクルと水を乳

化きせたものに、顔料を分散させたインキ。主に

グラビア、フレキソ、謄写版などに用いられる。

・乾燥抑制剤 印刷インキの乾燥を遅延、抑制す

るために用いる化学物質。インヒビターと称する

園山晴己

-メ ジ ウム 印刷インキの色をうすくするための

補助インキで、ビクトリヤと同様に使われる。メ

ジウムという名称は一般に樹脂型インキの場合に

使われている。色濃度調整の他、印刷適性の付与、

光沢増大にも効果がある。

eooニス 油性タイプの印刷インキに希釈剤と

して用いられる最も低粘度のワニス。原料として

は、あまに油、きり油などが用いられる。

こともある。チョウジ油、ハイドロキノン、その ・インキの原材料

他の物質が使用される。 ・ア ゾ系顔料 アゾ基 (-N~ Nー)をもっ有機

・硬化剤 反応性樹脂を使用した印刷インキ、ワ 顔料 の総 称。 その 構造 中に スル ホン 酸基 、カ ルポ

ニス、塗料などに添加して硬化反応を進行させる ン酸基などの可溶性基をもつものと、もたないも

物質。反応性樹脂の種類や反応条件によ って硬化 のとの違いで、溶性アゾ系(アゾレーキ)と不溶性

剤の種類も異なる。 アゾ系に大別される。 一 般にアゾ系顔料に共通す

・号外 ワニ ス 植物油を加熱して高粘度としたワ る性質として、次のようなことがいえる。 1)耐

ニスで、粘弾性と曳糸性が大きく、平版・凸版イ 光性はあまり強くなく希釈するとさらに低下する。

ンキ などの粘ちょう性の調整に用いられる。わが 2 )着色カは、無機顔料より高い。 3)水には一

国では、印刷ワニスは 5号、 4号一・… 1号 と 数 字 般に不溶だが、有機溶剤、可塑剤、プラスチック

の小さいものほど高粘度となり、号外ワニスは 1 には可溶なものもある。 4)耐熱性は一 般に 200'C

号ワニスよりもさらに粘度の高いものである。 以下で、 250'C以上のものは少なり。

・コロ タイプ インキ コロタイプ印刷に用いるイ ・アルカリ プルート ーナー 鮮 明 な 青 色 な い し 帯

ンキ。コ ロタイプ印刷の版面はセヴチン膜で形成 赤紺色のベーストで、以前繊維を染めるのに、こ

されて いるので、版面 を 損 傷 す る 硬 い 顔 料 や 、 ゼ のアルカリ塩が使用されたのでこの名が生まれた

ラチン膜を硬化させるタンニン酸を含む有機顔料 が、染料としては欠点が多く、現在は主に顔料の

などは使用していない。インキは酸化重合裂で、 形で用いられる。着色力がはなはだ大きく、竪ろ

固めの調子が適する。 う度はアルカリ、溶剤に弱いが熱、光に良。プロ

・コンパ ウン ド 印刷イ ンキに 混 和 し て 印 刷 適 性 ンズ光沢のある青色印刷、カーポンプラックの赤

を調整、改善するための補助剤。インキの粘着性 味消しなどに用いられる。

を低下させ腹切りの役をするワックスコンパウン ・カーボ ンブラ ック インキに使用される黒色顔

ド、耐摩擦性を付与するノ ンスクラッ チコンパウ 料 。 カーボンブラ ックの粒子は非常に細かく、多

ン ド、イ ンキ の 裏 移 りを防止するノ ンオフセット 孔性で表面積が大きく、多量の揮発分を吸着して

コンパウンドその他インキの種類目的とする効果 いる。揮発分の多いものはビヒクルと練るとよく

により多種のコンパウン ド が 使 用 さ れ る 。 原 材 料 分散し、インギのたひきミが長く、探発分の少な

としては、石油系ワックス、植物性ワックス、合 いものはインキのミひきミが短かい。 前者をロン

成樹脂応用のワックス類その他がある。 グフローカーボンと呼ぴオフセットやグラビアな

・ビクトリヤ 平版 ・凸版イ ンキの色をうすくす どのインキに使用され、後者をショートフローカ

るために使用する補助インキ。印刷適性を付与す ー ポンと呼んで新聞インキ用として多く用いられ

る性能もある。アルミナホワイトなどの体質顔料 ている。

をワニスで練合したもので、透明性があるが若干 ・乾性 油 薄い膜状で空気中に放置すると酸化重

淡黄褐色味を帯びてい る 。 イ ン キ に 多 量 に 混 合 す 合により強じんな皮膜をつくる植物油。平版・凸

るとインキの乾燥を遅くする傾向がある。 版インキの主原料として古くから使用されてきた。

・マ ッ トイ ンキ (つや消 しインキ) つや消し印 あまに油、きり油、えの油などがある。

刷物をつくる ためのインキ。一般に印刷物は光沢 空気に触れても全く乾燥膜をつくらないものを

のすぐれているものが望まれるが、場合により光 不乾性油(ひまし油、オリープ泊など)といい、

沢のない落ち着いたものが要求されることがあり、 これらの中聞の性状を示すものを半鼠性油(大豆

マットインキが使用される。平版、グラビアなど 油、綿実油など)という 。

各版式用イ ンキにマットタイプがあるが、グラピ ・ 共 重 合 体 (コポリマー) 二種あるいはそれ以

ア印刷方式が効果的である。 上の単重体を混合して行なう重合を共重合といい、
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その結果得られた重合体 を 共 重 合 体 と い う 。 印刷

インキに用いられているものには、エチレンと酢

酸ビニル、塩化ビニルと酢酸ビニルなどの共重合

体がある。

・紺青 古くから使われてきた代表的な青色顔

料で、ミロ リプル一、プルシアンブルー、アイアン

ブルーなどとも呼ばれる。 JISでは、ブロンズブル

ーとノンブロンズブルーに分けられている。粒子が

非常に細かく、鮮明て¥着色力が大きく、緑青色

から赤青色にわたる色合いのものがあり、耐光性、

耐酸性はよいが、アルカリには弱い。

・酸化チタン(チタン白) 着色力、隠ぺいカが

大きい代表的な白色顔料。結晶形の違いにより、

アナターセe型とルチル型がある。白さの点ではアナ

ターゼ型がすぐれているが、ルチル型は着色カ、隠

ぺいカが大きく 、チョーキング現象を起こしにくい

利点を持っている。いずれも 耐光、耐熱、耐溶剤、

耐薬品など、各種の耐性が極めて優れている。

・ジスアゾエロー アゾ 系 の 寅 色 顔 料 。 耐 光 性 が

やや弱い が、耐溶剤性、耐熱性、耐薬品性、着色

カがすぐれており、フロ ーも良好なため、プロセ

スインキ その他に広く用 いられている o

・ 体質顔料 屈折率が小きい透明性白色顔料。他

の顔料の増量剤、インキの性質を調節するための

混和剤、あるいはレーキ顔料の体質として使用さ

れる。アルミナホワイト、炭酸カルシウム、硫酸

バリウム、炭酸マグネシウムなどがある。

・単量 体(モノマー) 重合反応によって重合体

を合成する場合の出発物質。たとえばスチレンは

ポ リスチレンの単重体である。また、天然に存在

する 高 分子化合物(でんぷん、セルローズ)など

を構成する基本単位になっている化合物を指すこ

ともある。モノマーは uvインキなどのビヒクノレ

成分として使用される。

・銅フタロシアニンブルー 青色から緑色にわた

る鮮 明 な色相を有し、着色力は紺青の数倍で耐光

.耐熱・耐酸・耐アルカリ性の面で特に優れた性質

をもっているので各種インキに広く用いられているo

a(安定)型と β(不安定)型の結晶形態がある。

・ピヒクル 印刷インキを構成している色料以外

の液状成分。ビヒクルには 2つの機能があり、 1つ

はインキに適当な流動性を与え、インキっぽから版

面へ、さらに印刷素材面へとインキを円滑に転移さ

せる作用(印刷適性)、 他 の 1つは印刷された後、乾

燥 して 国体膜に変化 し、顔料を印刷 面に悶着させ

る作用(乾燥性)である。インキの特徴や適性は、

ピヒクルの性質に依存するところが大きい。

・フエノール樹脂 フエノール類とアルデヒド類

の反応により得られる樹脂の総称。熱硬化性と熱

7 会報 No.15ー

可塑性の二種類がある。合成樹脂類の中で最も古

く発明されたもので、各種の性能が優れている。

インキに用いられるものには 100%油溶 性 フ エ ノ

ール 樹脂 と乾 性油 また はロ ジン で変 性し た変 性フ

エ ノール樹脂がある。ロジン変性フエノール樹脂

は 流動性がよく、光沢がある上、速乾性のため、

オフセットインキに多くイ変われている。

・ブリリアントカーミン 68 紅インキに使用さ

れ る最も代表的なアゾ系顔料で、色は底色の青い

深紅色を有し、ブロンズもある。また、着色力が

大きく価格の割りには耐光・耐溶剤l性に優れてい

るので、各種インキに広く用いられている。

・ ポリアミド樹脂 不飽和脂肪酸とポリアミンと

の 反応で得られる樹脂。単一溶剤には溶けにくい

が、低級アルコールと芳香族炭化水素の混合溶剤

にはよく溶ける。ニトロセルロース、フエノール

樹脂、マレイン酸樹脂とは相溶性があるが、塩化

ゴム、アク リル樹脂、ビニール樹脂などとは相溶

性がない。耐酸、耐アルカリ性て¥各種プラスチ

ックスなどに対する付着性が優れており、強じん

で光沢のある主主膜をつくるので、グラビア、 フレ

キソインキのビヒクルに広く用いられている。

・レーキレッド C 金赤系インキに使用される代

表的な顔料。色は、鮮明な李登赤色で、ブロンズが

多い 。 練 肉 し や す く 、 イ ン キ 化 し た と き の 適 性 も

良好で・あるが、耐光性はやや弱い。

-インキの性質

(1) 故障

・色わかれ 極性や比重の異なった顔料を併用し

た場合に起こる色の分離。印刷インキの中で比較

的イ民キ占度であるグラビアイ ンキ、フレキソインキ

に起こることが多く、チタン白、紺育、フタロシ

アニン、カーボンブラックなどの顔料が起こしや

すい。使用時に撹排すれば、支障がないこともある。

・ウォ ッシング 平版印刷中に、湿し水によりイ

ンキから顔料 が分離し、湿し水に分散する現象。

版には感じないが印刷物をよごすことが多い。顔

料が親 水性 て¥ ビヒ クル との 濡れ が不 十分 であ る

ことが原因。

・裏 ぬけ(ストライタ スルー) 紙の表面に刷

ったインキのビヒクルが裏面までしみ出すこと。

しみ通しともいう。褐色の泊分がにじみ出たり、ひ

どい場 合に は顔 料も 一緒 に浸 透し てイ ンキ の色 が

裏までぬけることもある。浸透性の大きい紙に低

粘度のインキを厚盛りした時に起りやすい。

(次号に続く)

※印刷イ ン キ 工 業 連 合 会刊ー印刷インキハ ンド

フやツクーより抜すい。



険文化庁在外派遣研修員報告

-シアトルの事 黒田茂樹

1984年 9月 1日、シータ ックエアーポートに 6

個の大型トラ ンクと手荷物、それに妻と娘と共に

到着。 3度目のシアトルであるが以前と異なり、

今回はここシアトルを拠点に十ヶ月半の問、昭和

59年度文化庁派遣在外研修員として研修生活をお

くらねばならないとい う事であった

研修施設として私が選んだのは、シアトルのダ

ウンタウンより約 2kmほどの所にあるコーニ ッシ

ュインステチウトという小きなカレ ッジである。

この学校は、 美術・デザイ ン ・音楽・ダンス ・演

劇などの科があり、学生はフルタイムとパートタ

イムにわかれており、学生は好きなクラスを取る

事が出来るわけである。このようなシステムは、日

本の大学にくらべると非常に自由で解放的である

が、学生の技量や質にははなはだしい差が生じる

様である。私が見学したニューヨーク、フィラデ

/レフィア、サンフランシスコ、ボストン、シカゴ

などの大学や施設においても同じような情況てあっ

たが、学生の作品はパワフルで独創性にあふれて

いたように思う。

美術科主任教授のジョ ン ・オーバート ン氏は、

私の友人であり私の研修のため色々と便宣をはか

つてくれた。版画のスタ ジオは約50坪ほどの室が

2っと暗室があり湖に面した明るい室であったが、

設備はエッチングとリトグラフのプレス機が一台

づっと非常に貧弱なものである。他にベンチレー

ション付の腐蝕設備と感光台、この感光台はコダ

ック社製コンビュータ付きでなかなかのもので、

私の研修課題であるカラーフォトエッチング研究

のためにずいぶん活躍して くれたものである。

私はここでフルタイムの学生として研修を行な

ったのであるが、ここでの授業はすべて学生の質

問に教授が答えるという形で行なわれ、学期末に

行なわれる批評会では、教授が学生に質問すると

いう形で進められる。当然のことであるがこの徹

底的な質疑応答形式の授業は、全米の大学で見る

ことが出来た。私も始めのうちは、学生から技法

や、作品の内容について質問責めに合い、閉口し

たものである。しかしそれで毎日 2時間あまり、

英語の研修が出来た事は幸いで、あった。1ヶ月も

たつと現地での生活もなれて色々な事が理解出来

るようになった。学生食堂の、まずいスープにも

なれたし、研修も順調にすすんでいたので、東部

へ旅行に出ることにしたのはその頃であった。ニ

ューヨークには研修前期に一度行っておかなけれ

iまならない。

ニューヨークは見に角すばらしい所である。 '

のように言うと、何故今回研修地をニューヨーク

にしなかったのかと思われるかもしれないが、私

には色々と考えるところがあり、 シアトルを選ん

だ。これは今でも正解であったと，思っている。そ

れは十ヶ月半という研修期間では、ニューヨーク

以外にいた方がアメリカを良〈見れると思ったか

らである。その点、シアトルは最適地であった。

コーニッシ校は、アメリカ抽象表現主義を代表

する作家の一人である、マーク・トビ ィが、かつ

て1教鞭を取った学校であり、マーク・トビィや、

モーリス・グロウブなどが、その初期の活動をシ

アトルで千子なったのである。また、現在シアトル

はプリ ントメーキングの盛んな所で、多くの作家

が在住して活動しているし、 全米でも有数のコレ

クターが在住していて、文化活動も盛んで、ある。

ここ、ワシントン州には全ての自然がそろって

いる。スタ ジオの前の木には、リスや小鳥が住ん

でいるし、ピージェトサウ ンドに沈む夕陽は、この

世のものとは思われぬ美しきである。アメリカ美

術の研究にはこのアメリカの自然をぬきにしては

考えられないと思う。ニューヨークか、シカコーのギャラ

リーで、完成品を見てまわっても、その本質には近ず

〈事は出来ないし、理解する事も不可能で、ある。 そ

してシアトルにおいて、アメリカ美術を研究する上

で重要な位置をしめるインデアンアート、アメカン

フォークアートの作品を多く見る事が出来た。

近代ヨーロ ッパ文化とアメリカ文化とが融合し

て一つの秩序をも って完成したアメリカ美術は現

在若い作家達によって造りかえられている。彼らは

純粋なアメリカンであり、彼らの感じる危機のリ

アリティを+莫索しているのである。近い将来彼らは

その確かなリアリティー「タンジェンダブルリア

リティー」を町の片隅からつかみ出す事であろう。
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険大学版画教育研究

-ミネソタ大学版画カリキュラム

前略

大学版画研究会々報をお送りいただきありがと

うございます。

ことに14号の大学版画教育現状調査は私自身に

とっても参考になりました。

多分、私への依頼もこの線に沿っての外国版の

ことと思われますが、何分、私の渡米の目的は木

版画の指導と自分自身の制作が主であり、米国の

版画教育の事情調査ではなく、ご期待に添えるか

どうか不安です。

薄れかけた記憶と、手元の資料をつなぎ合わせ

てはみますが、いずれにせよ、客観性のない印象

記に過ぎません、取拾のほど、よろしく 。

(原文のまま)

・ミネソタ大学、美術学部版画科

ーアメリカ合衆国ミネソタ州ミネアポリスー

総合大学で州内に 4ヶ所のキャンパスがある、

学生数約6万と聞く。中心は、ツインシティのミ

ネアポリスとセントポールにあり、常時活動して

いる校舎が200前後、美術学部もこの一部にあり、

ミシシッピ川のウエストノ〈ンクにある (STUDIO
ART DEPERTMEUT) その中に版画科があ

り。 (A図)

レリーフ教室、平版教室、石版教室の 3教室を

有し、他にシルクスクリーンの教室が共通の学習

の場として用意されている。

それぞれの教室には、美術を専攻する学生と教

養科目として単位を得るために学習しているもの

とマスターコース(大学院生)がいっしょに授業

を受けている。

教室内の器具の配置はB図のようである。

美術の教授は22名で、 うち版画部の教授が 3名

(各教室各 1名)

・リト グラフ ジエヲ/レド・クレッフ。ス

・銅版画 マルコム・マイヤー

・木版画 カール ・ベスク

美術学部長のマッケンジー教授は、バーナード

リーチのまな弟子で、日本の民芸運動家たちとも

親交があり、日本を訪れたこともある陶芸作家で

ある。

私が所属した版画科は凹凸平の 3コースに分か

れ、それぞれ充実した内容を持っている。

凹版コースを例にとってみても、ゆったりとし
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前田守一

たスペース(日本の小学校の体育館ほど)に電動

の大型エッチングプレスをはじめ数種のプレスが

置かれ、各種の表現に応じた装置が完備され、薬

品、材料の収納庫、付属して金属板腐蝕室もあり

そこでひとつの講座に20名ほどの学生が授業を受

けている。

朝8時から夕方 5時過ぎまで、鋼、石、木版の

制作をした。

時に私の木版画講座では、日本から持参した版

木、彫刻万を用いての伝統的手法による 5色刷り

のミネアポリスの風景を資料に用いた。

教授や若い学生たちと材料、用具、技法につい

て話し合った。

浮世絵版画と現代版画の違いを話し、 20点ほど

の私の作品と多色刷り木版の制作手順を示す作例

による技法の解説に、刷りの実技指導を加えた内

容は好評であった。

学生の使っている彫刻万は日本のものと類似し

ている。文具店で、多種類の和紙を手に入れるこ

とカずできる。

刷りは、木製のブロ ックかスプーンを使ってい

る、「ばれん」の軽き、にぎり、すべ りのよさに驚

き何枚も試し制りをやって歓声をあげていた。

ほとんど油'性イ ンクを用いている。

一一一一一一 ・一一一一一一 ・一一一一一ー ・一一一一一一

講座に参加する学生の学習態度は真剣で、冬期

講座のスタートから平版部では、いきなりジンク

の全版に挑み、凹版部は、 1日で下絵、製版、刷

りをやりとげ、凸版部では、教授の刷りのテモン

ストレーションに目を輝かせ質問にも熱がこもる。

9時15分の授業前に何人かが制作に取りかかり、

放課後や授業のない日にも朝から夜の10時までス

タジオにこもる。

1年を 4期 (夏は特別講座)に分けた講座に 4

日欠席すれば、単位の取得は不可能。 一期に試験

レポート(美術の場合は作品)提出がそれぞれ 2

回あり、 Aから Fまでの評点がつけられ、 ABC

が通過で 1度Fがつけば絶望であるという 。

レリーフプリント教室で 2月の 1週目に試験が

あったが、木版の技法、材料、用具、美術の中の

版画のあり方。エデイションについての考え等々

問題の記された用紙。答案は、ノート 1冊にひ、っ

しりと書くと午前中いっぱいかかる論文である。



組づつのアトリエが用意されている、時には教授

にかわって授業をすることもある。

二人の院生の作品合評会に三人の教授と共に加

わったが、 4時間も激論をかわすほどの厳しきで

あった。

キャ ンパス内には、 美術館がひとつと、画廊が

6ヶ所あり、 2、3週間を単位に、教授や学生に

よる個展やグループ展が聞かれている。

その解答をしている聞に、担当教官が、個々の

学生を呼びょせ 1ヶ月たらずの聞に、松材の版木

を使つての大小の単色刷りの木版画、色彩版画、

物体版画をそれぞれ、数種の和紙にj自性イ ンクで

刷りあげた作品群を持参させ、制作意図を問い、

評価をする。

学生達の表現のほとんどは、非具象である。

版画科には 5人の院生 (M.F. A)がいて、 二人

A図
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砂各大学版画研究室

徳島大学教育学部 津地威汎

本学部の版画 教育 は、 毎年夏休み中に 30時間

( 4日間)の集中講義で行な っています。 あまりに

も少ない版画の授業時間数を理解して頂く為に、教

育学部のカ リキュラムを多少説明する必要がある

かと思います。美術大学 とは異な って、 主 に小 ・

中学校の教員養成が目的の学部の中での美術教育

ですから、各専門コースの選択といった 自由はなく、

学生遥は絵画 ・彫塑 ・デザイ ン ・工 芸 の各分野を

均等に受講しなければなりません。 従 ってどの分

野の授業も大変少なく、絵画に関して言 えば、卒

業までに素描と絵画 I- N があるだけで、 しかも

1コマが100分で年 間 30週 (30回)、 教 官 が 1人だ

けといった有様で・す。 ですが、 学 生遥にはできる

だけ幅広い分野の仕事に接する機会を与えてやり

たくて、絵画 Iの うちから 30時間を銅版画に、絵

画 11の 30時間を現代美術にあて、各々を清塚先生

と榎倉先生にお世話 になっています。 特 に 版 画 教

育に於ては、県内に適切な人材がなく、エスキー

スから作品完成までのプロセスを正しく把握させ

る為に、専門家に来て頂く必要がありました。 第

一 線の作家と触れ合う事によ って、 受 ける刺激も

また大きいようです。

この授業は 2年生の必修単位ですが、 1年生と

3年生には強制的に、 4年生には自由に受講させ

てい ま す。年に一度の集中講義だけで終ってしま

いますから 、少なくとも 3回同じ事を繰返させる

ことによ って、最低限の事だけは覚えてもらおう

と い う の が狙いです。 また、それが本学部の版画

教育の実 情でもある訳です。 受講生は各学年10人

平均ですから、 30人程 度 です。

清塚先生には、前任の先生の時に 3回、私の在

任中に 8園、実に 11年 間にわた って御教授頂きま

した。60年度の授業をもちまして、徳 大 の 教 育学

部が総合科学部に改組きれる為、 一応版画の授業

は終了致しました。私も61年度から鳴門教育大学

に転職しますので、徳大の報告 はこれが最初で最

後となります。 尚、徳大と は菅 野川 を挟んで目と

鼻の先にある四国女子大学短期大学部で、 59年度

より、清塚先生の版画集中講義が新しく始ま って

いる事を付け加えて置きます。
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松本短期大学 松川幸寛

本学 は幼児教育科 の ため、 学生は図画工作 ・絵

画制作を履修することにな っています。 この なか

で版画も扱 うことになりますが、幼稚園 ・保 育 園

で 笑 践できるも の として画用紙を主な版材とし て

使用し て います。

演 習では 一 つ の原画から孔版・凸版・ローラ一

転写 による版画を作 らせています。 同一 版材でも、

版極や刷り方の違 い ていそれぞれの効果に特徴があ

ることを知るようにさせています。

夏 期課題の一 つ に線香 による 穴 あけ画を出して

あります。 その穴に絵の 具を通せば、色 で絵が 置

き換えることができ 、孔版画にな ることを確 認さ

せて、孔版の作制に入って いま す。 次に凸版の作

制に入 りますが、孔版 ・凸版それぞれ別々に原画

をトレスして製版することはしません。孔版で切

り抜いた形を凸版用に取ってお き、台紙にそれら

を貼り付けて版にします。 しかし、少々無理があ

りますので‘新たに形を切り取って補足したり、構

図 を少し変えた りして版を完成させます。 ローラ

一転写 は凸版からのみ版画にしています。制りは、

中性イ ン ク ・水彩絵の具 を使って一一一

・干し版 タンポ ・ローラー ・筆 ・ポカシア ミ

・凸版 ー パレ ン ・ロ ー ラー

で刷りあげます。

高校までに触れたことのない版材・版種の版画

を学生達に経験させたいと思いますが、設備の不

十分 な こ と 、 幼 児 教 育 の 現 場 で 可 能 な も の を 中心

として考えますと、本格的な版画は今 のところ無理

な 状況です。

ここ 3年ほどの調査で、半数以上の学生達 が造

形表現は嫌いと答えている。(その判断は塗 り方 ・

描き方など、技術的な面の上手下手でト決めている

ようです二)私が今学生達に希望しているのは、版

画に 限らず自分の考え ・感じていることを自信 を

持 って表現すること、 表 現する楽しさを知ってほ

しいということです。



砂経過報告

-昭和60年度総会 池田良二

9月 2目。東京丸ノ内画廊にて開催。

O 第10回大学版画展の開催。出品校43校。総作品

数 127点。

O 各大学における版画教育の現状調査結果につい

て、池田良こからの報告。(会報14号参考)

O会報について。 14号の発行にあたり園山晴己氏

(造形大)からの報告。

O会報編集委員の任期と移動。新編集委員。園山

崎己(造形大)。筆塚稔尚(芸大)。 皆川孝一(日

本大学芸術学部)。木村繁之(多摩美大)04氏の

承認。他に専門学校から 1名 の追加を予定。次

回に検討。

O海外交流展について、昭和60年第 1回臨時総会

での決定についての報告。会期昭和60年 10月31

日-11月19日。会場タイラ一美術学校画廊。

O会貝の入会申込者の承認。

西村正幸氏(京都市立芸術大学)の入会を承認。

O 賛助会貝 ヌーベルセンターの退会希望の承認。

砂第 10回大学版画展

若月公平

第 10回大学版画展が丸の内画廊に於いて、新日

本造形側、丸の内画廊、日本版画保存会その他の

協賛により、 9月 2日から 9月15日まで開催され

た。案内状、目録は武蔵野美術大学、ポスターは

日本大学、アルバムは東京芸術大学で担当した。

出品校43校、 127点の力作が展示され、 内 34点

の作品を選び、 刷り増しを加え、 68点の貿上貨を

取った。 34点は版画保存会に、残り 34点 は そ れ ぞ

れ協賛会社に頂いてもらった。芳名録の人数は400

名であったが実際の入場者数はもう少し上まわる

のではなかろうか。

“大学版画展"のとらえ方を自己確認的(指導

した教師としてまた、作者としての学生)なもの

とするのか、 一 つの企画展としてのアイデア、お

もしろさや、大学版画研究会の対外的なアピール

とするかで展覧会の評価は別れてくると思うが、前

者の方として見た場合、ある程度成功しているの

ではなかろうか。それぞれ学校問、個人個人の特

長や良さ、または弱さを見ることが出来、研究会

の 一会 員として私は多いに勉強にな った。 今後、

両者のとらえ方で見て成功出来る大学版画展が開

催されるよう努力して行きたい次第です。

丸の内画廊及び各大学の協力に依り展覧会がス

ムーズに運営できました。誌面を拝借し感謝の意

を表します。

-昭和60年度臨時総会 若月公平

12月 7目、東京文化会館中会議室にて開催。

060年度会計報告。

O 第 10回大学版画展の報告。搬入出 ・陳列に列し

て、額の破損事故等があるので、出品者にも出

品規定の配布・連絡により何らかの処置を構じ

ること。ポスターの配布等についても 6月20日

頃には各大学に配布する。

O今後の会場の件。 61年度は丸の内画廊にて開催

(予定)062年度以降は町田国際版画美術館が開

館されれば、町田で開催できる様に働きかける。

O展覧内容 ・企画の再考。過去の買上賞作品の並

展 ・東南アジア諸国との交流展等。

O会報を大学版画研究会の PRとして、 全国美術

館 ・関連機関に発送する。

砂会計報告

若月公平

昭和60年度大学版画研究会決算報告

昭和59年11月1臼~昭和60年10月31日

収入の部 支 出 の 部

項 目 金額(円) 項 目 金額(円)

1 前期繰越金 590，466 1経費

A通常経費

2収入 事務費 35，901 

-通常収入
会議費 41，232 

会費 315，000 交通費 3，700 

預金利息 3，570 通信費 188，950 

前事務局残金 15，000 小計 269，783 

-事業収入 No.13会報 349，170 

賛助会費 760，000 B事業経費(展覧会)
アルバム代金 152，000 オープニング 81，800 
収入合計 1，245，570 買上賞金 170，0∞ 

アルバム制作費 200，850 
ポスター 59，0ω 
案内状 60，000 
目録 42，600 

事務、その他経費 25，930 

小計 640，180 

C経費合計 (A+B)1，259，133 

2次期繰越金D-C 576，903 

D合 計 1，836，036 D 合計 1，836，036 
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砂経過報告

-昭和61年度第1回臨時総会 皆川孝一

5月17日、日本大学芸術学部美術棟事務室で運

営委員会後、美術棟402教室で61年度第 1回臨時

総会を開催。出席会員25名、他に委任状提出会員

により進められた。有地好登事務局長を議長、書

記、皆川孝ーとして下記の議事を行なった。

O昭和61年度大学版画展について検訂し、昨年同

様、丸の内画廊で会期を二つに分け、 Aグループ:

7月21日-26日、 Bグループ、 7月28日-8月2

日。(なお昨年度とグループを交替)アルバムは

予約制にして作成という事で承認された。

061年度以降大学版画展について。 62年度から丸

の内画廊の都合で版画展を行なう事が出来なく

なり、町田国際版画美術館で行なえる様、東京芸

術大学、中林忠良氏が中心となり交渉していく。

0会報について。東京造形大学、園山晴己氏より

報告、 15号が発刊が延び7月の展覧会にあわせ

て発刊。

0事務書類等処分について。交流展で戻った作品

は買上げ作品不足時に補給する。会報は資料と

して各百部づっ残し、版画展の時売却する。ア

ルバムは購入していない学校に働きかけて行く。

不必要な事務用品、 DMは処分する。

0交流展について。タイラ一美術学校に引き続き、

韓国弘益大挙校と交流展につしての話が東京芸術

大学、中林忠良氏より有。町田国際版画美術館

を使用する件とからませながら交流展を考えて

いしなお交流展については中林氏に話を進め

てもらう。

Oその他として。東京造形大学、園山晴己氏より

提案あり、会報で掲載したカリキュラム資料を

まとめてほしいとの事で分科会で検訂する事に

決まり、武蔵野美術大学、清水昭八氏、池田良

良二氏を中心として分科会を行なう。メンバー

は清水昭八氏に一任する事を承認した。

0会員移動報告、入会申込者の承認。新会員に、

若杉雅夫氏(東海女子短期大学)の入会を承認

した。退会希望者の承認、賛助会員、レッドラ

ンタン版画舗。住所変更、野田哲也氏 (東京芸

術大学)千葉県相市亀甲台 2の14の4、賛助会

員、 サクラ クレパス、東京都台東区蔵前 3の20

の2。に変更。
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険大学版画研究会会則

第 1章総 則

第 I条 本会は大学版画研究会と称する。

第 2条 本会は会員相互の協力により大学に於ける版画

教育の進歩発展をはかることを目的とする。

第 3条 本会の事務所は大学の版画研究家におく 。

第 4条

第 5条

第 6条

第 7条

第 8条

第 9条

第 10条

第 11条

第 12条

第 13条

第 14条

第 15条

第2.事業

本会は第2条の目的を達成するために下記の事

業を行な 7。

.1.機関誌、出版その他、研究調査に関する事業

2 研究協議会の開催。

3 研究のための専門委員会または部会を設け

ることカずある。

4. その他本会の目的を達成するために必要な

事業。

第 3章会 員

本会は会員を以って組織する。

会員は大学に於て版画教育に関係する者で入会

の手続きを完了した者とす.る。

会員は別に定められた会費を納入しなければな

らなし、。

第 4章 組織及び運営

本会の事業を運営するために次の役員をおく 。

1.会長 1 名

2.事務局長 1 名

3.運営委員 若干名

会長は本会を代表する。

事務局長は庶務、会計、事務を総括する。

運営委員は事業、運営の企画を執行に当る。

本会に名誉会員、相談役、顧問、賛助会員をお

くことカゼできる。
役員は総会において選出する、任期は 2年とし

再任を妨げなし、。

本会の会議は総会、運営委員会、専門委員会と

する。

1 総会は年 l団関き、本会の事業および運営

に関する重要事項を審議決定する。会長は

必要に応、じて臨時総会を召集することがで

きる。
2.専門委員会は内容に即して会長が召集し案

件の作製、審議に当る。
3.運営委員会は会長が召集し、本会運営の企

函に当る。

第 5章 会 計

本会の経費は会費及び賛助会費をも ってこれに

あてる。
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砂名誉会員名簿

小野忠重 東京都杉並区阿佐ヶ谷北2-25-16
干166

女屋勘左衛門 東京都目黒区本町1-10-3
干152

小磯良平 兵庫県神戸市東灘区住吉町丸山御影グランドハイツ3-411
干658

末松正樹 東京都世田谷区奥沢2-17-22
干158

田中忠雄 東京都東久留米市学問町1-14-34
干180-03

平塚運ー 7203 Connecticut A venue chevy chase MD 
20015USA 

福沢一郎 東京都世田谷区砧8-14-7
干157

村井正誠 東京都世田谷区中野1-6-12
干158

脇田 和 東京都世田谷区代田4-14-2
干155

砂会員名簿

相笠昌義 座間市立野台540
干228 TEL0462-54-0279 多摩美大

相沢美則 杉並区久我山5-1-22
干168 TEL03-334-9521 文化学院

青山光祐 山形市大字七浦497
干990-21 山 形 大

秋元幸茂 滋賀県大津市稲葉台13-10
干520 TEL0775-25-7927 滋賀大学

朝比奈逸人 池田市井口堂3-196新加納苑103
干560 TEL06-853-4269 大阪教育大

天野純治 神奈川県三浦郡葉山町長柄1601-366
干240-01 TEL0468-75-8689 多摩美大

有地好登 狭山市北入曽526-10
干350-13 TEL0429-57-8468 日本大学芸術学部

安間寛行 山口県吉敷郡小郡町大字上郷山口芸術短大内

干754 山口芸術短大

池田良二 武蔵村山市伊奈平5-43-3
干190-12 TEL0425-60-1165 武蔵野美大

稲田年行 町田市三輸町1939
干194-01 TEL044← 988-3339 岐 阜 大

今井治男 金沢市鈴見台4-5-15
干920-11 TEL0762-44-5603 金 沢 大

伊東正悟 柏市逆井1668-99 造 形 大

干270 TEL0471-72-7830 常葉短大

上野秀一 埼玉県北葛飾郡庄和町大字米島1186-116
干168 TEL03-334-3791 文化学院

梅津 薫 北海道岩見沢市緑が丘4-221-90
干068 TELOI262-4-1975 北海道教育大

大塚恵子 宮城県仙台市長町2-13-21
干982 TEL0222-48-6853 三島学園女子大

大槻紀雄 泉市加茂2-16・19
〒981-31TEL0223-37ーか3610 三島学園女子大

小川正明 板橋区板橋3-26-5 女子美大

干173 武蔵野美術学園

大原雄寛 京都市伏見区日野岡西町4-53
干601-13 TEL075-571-6271 成安女子短大

奥井章夫 京都市左京区下鴨下川原町47
〒606 TEL075-791-1668 京都文教短大

奥定一孝 松山市東野5ート19
干790 愛媛大

小野克子 昭島市西武蔵野1388
干196 TEL0425-43-0891 女子美大

小作青史 世田谷区羽根木2-32-6
干159 TEL03-321-7221 多摩美大

小山松隆 千葉県習志野市袖ヶ浦2-6-4-506
干275 TEL0474-74-6586 日本大学芸術学部

大本 靖 札幌市中央区円山西町3-4-3
干064 TEL011-611-0722 北海道教育大

阿部昌生 札幌群広島町字西の塁379-211
〒061-11 札眺大谷短大

鎌谷伸一 横浜市金沢区並木二丁目7-3-508
干236 TEL045-785-4703 芸大

神山泰治 那覇市首里石嶺町4-173-11
干903 TEL0988-85-5814 琉球大

河西万文 山梨県大月市復橋町殿上483-1
干409-06 TEL05542-2-6174 都留文科大

河内成幸 多摩市桜ケ丘4-26-33
干192-02 TEL0423-71-4687 福岡教育大

川西祐三郎 神戸市東線区御影山手1-7-11
干658 兵庫教育大、奈良教育大

加藤清美 世田谷区桜上水1-10-3
干156 女子美大

加藤れい子 埼玉県狭山市入間川4-25-23ハウス2008
干350-13 TEL0429-53-9174 女子美大

加藤茂外次 愛知県春日井市岩成台8-4-1岩成古西団地601棟212号
干487 TEL05616-2-5404 名古屋造形芸術短大

加山又造 横浜市鶴見区東寺尾5-3-29
干230 TEL045-573-6675 多摩美大

城所祥 八王子市本町35-6
〒192 TEL0426-22-5857 武蔵野美術学園

清塚紀子 板橋区上板橋2-48-2-808
〒173 TEL03-955-2300 造形大

木村秀樹 大津市比叡平3-10-5
〒520 嵯峨短大

木村繁之 国立市中1-17-1
〒186 TEL0425-73-3025 多摩美大

小林清子 川崎市宮前区野川4090-1野川住宅2-403
干213 TEL044-751時 0483 女子美大

小林次男 日野市高幡566高嶋市営団地204号
〒191 TEL0425-93-3273 東洋美術

小林基輝 崎玉県三郷市早稲田1-13-10
〒341 TEL0489-58-2031 女子美大

黒田茂樹 横浜市金沢市六浦町303
〒236 TEL045-781-4715 東洋美術

斎藤寿一 川崎市幸区塚越3-375
干210 TEL044-522-2007 和光大

佐藤行信 武蔵野市吉祥寺東町2-6-10和光荘6号

干180 TEL0422-21-8992 東洋美術

酒井忠臣 福岡県宗像市田熊1254-35
〒811-34 TEL09403-7-0728 九州産業大

笹本 純 秋田市寺内児桜281-4児桜住宅1-406
千011 TELOI88-33-5261 秋田大

坂田和之 静岡県藤枝市若王子2-14-10
〒426 TEL0546-43-5921 常葉短大

渋谷和良 福生市福生1983アメリカ ンビレッジP32
〒197 TEL0425-52-4892 芸大

設楽知昭 愛知県久手町岩作字三ヶ峰1-1大学教員住宅4-4
〒480-11 TEL05616-2-7447 愛知芸大

嶋 剛 大津市御陵町1-3iJlj所合同宿舎1011
〒520 滋賀大
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傍嶋康1尊 千葉県船僑市喜野井4-8-14
〒274 TEL0474-63・3240

田中 孝 大津市比叡平2-14-18
干520 TEL0775-29-0530 

田村文雄 小平市学園西町2-12-8
干187 TEL0423-43-7282 

武市 勝 山口県山口市大内御堀2980-6
〒747-13

高山 登 仙台市ひより 台47-8
〒980 TEL0222-43-2605 

砂会員名簿

清水昭八

清水敷

島国章三

白井裏尚

白木俊之

園山晴己

滝純一

滝沢光広

長宗我部友子

津地威汎

辻親造

永井研治

中林忠良

柳楽節子

西

西村正幸

野沢博行

野田哲也

馬場 章

馬場槽 男

橋本文良

塙太久馬

浜西勝則

原

平川晋吾

小金井市梶野町ψ16-27
〒184 TEL0423-83-3733 武蔵野美大

札帆市12平区月寒東4条16丁目5-2
干061-01 TEL0l1-851-9640 北海道女子短大

名古屋市昭和区高峰町143-18
〒466 TEL052-832-9385 愛知芸大

静岡市小鹿3-4-1静大宿舎 214
〒422 静岡大

茨城県新治郡桜村梅図2-8-13
〒305 TEL0298-52-0710 筑波大

世田谷区野毛2-19-2
〒158 TEL03-701-6563 造 形 大

郎留文科大

京都精華大

京都芸大

女千美大

山 口大

宮城教育大

宗像市宗像町 日の里子1-4-402
干836 TEL0940-36-0493 

愛知県一宮市大和町代永1219
干491 TEL0586-44-3330 

大津市比叡平 3丁目42-14
干520 TEL0775-29-0376 

鳴戸市鳴戸町高島

干772 TEL0886-(87)ー1311

名古屋市中村区稲葉地町7-1
千453 名古屋造形芸術矧大

八五-f-市子安町1-29-1
干192 TEL0426-44-4476 

崎玉県上福岡市駒林437
〒356 TEL0492-63-1970 

兵庫県神戸市長田区上池田3-11-12
〒653 TEL078-691-8354 兵雌-t;.:子供1大

真 京都市北区平野上柳町28-21
〒603 TEL075-462-2258 嵯峨短大

大阪府八尾市太子堂1-2-1 京都芸大

干581 TEL0729-23-1528 明石短大

岡崎市明大寺町字飢塚14-2サンハイツ岡崎A-407
〒444 愛知教育大

柏市亀甲台2-14-4
干184 TEL0471-03-5332 

編岡教育大

名古屋i造形短大

成安女千短大

的戸教育大

武蔵野美大

長ー

芸

川崎市宮前区宮崎1-5-23峰尾ビノレB-203
干213 TEL044-855-8217 女子美大

償浜市金沢区富岡西4-7-20
〒236 TEL045-772-1770 造 形 大

京都市北区紫竹西北町33-12
千603 京都新華大

川崎市多摩区擢42-9 武蔵野美大

干214 TEL044-822-8492 武蔵野美術学図

泰聖子市千村742-15小間急渋沢ハイツ1-508
干259-13 TEL0463-87 -3779 米 海 大

健 世田谷区野沢3-13-17 iiI形大

干154 TEL03-421-2980 芸大

宇都宮市峰町350
干321
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宇都潟大

広畑正剛

深尾庄介

深沢幸雄

福岡奉彦

吹田文明

深草広平

世田谷区赤堤3-5-2
干156 TEL03-324-0532 

世間谷区下馬3-17-2
干154 TEL03-414-6034 

千楽県市原市餓舞308
干290-04 TEL0436-88-2034 

上越市西城町T1-10西城宿舎1-203
〒943 TEL0255-22-0807 

世田谷区砧3-33-4
干157 TEL03-417-7123 

佐tirli本庄町西寺小路884-3
〒840 TEL0952-22-1751 

星野美智子 杉並区普福寺1-14-10
干167 TEL03-390-5517 

藤岡 慎 縦浜市戸塚区上郷町1707-19
干247 TEL045-894-4923 

筆塚稔尚 所沢市上新井784-4
干359

古川仁史 八王子市中野山王子5-22
干192 TEL 

堀井英男

前川直

舞原克典

松川幸寛

松浦昇

松島順子

丸山浩司

大 馬淵l聖

皆川孝一

宮田克人

宮下登喜雄

大

武蔵篤彦

村上文生

村上善男

森俊夫

森正一

森岡完介

郎

現

品

川

哲

珂
下

中

凱

山

山

山

八王子市宇津木町940-79
干192 TEL0426-45-3756 

岩手県盛岡市茶畑1丁目1-6-411
干020

守山市川田町1548-13
干524 TEL07758-3-0028 

松本市2i往来区8775-31
干390-11

岐阜県大垣市上凶l二丁提唐

干503

大凶区凶図説l布4-29-25
干145 TEL03-721-3062 

私¥1ゐ市上荒子1-1上荒子伎宅2-202
〒960 TEL0245-31-4393 

玉川大

造形大

跡見短大

上越教育大学

多摩美大

佐賀大

女f-美大

多摩美大

芸大

造形大

創 形

岩手大

京都芸大

松本側大

大j:fi.-t;.:イ免I大

女千美大

大も
紅

事J1:1長川以茅ヶ崎市芹沢2511-2
〒253 TEL0467-51-1497 広仏大

伏山市北入曽521-3
〒350-13TEL0429-59-2527 日本大学芸術学部

向知県高知l市ノトì~町 1 0 - 4 1 - 532号
干780 高知l大

I(.f中市新町1-12 学芸芸大

干183 TEL0423→ 61-5634 板間教育大

名古屋市四区山木2-34-3
干452 TE L052-502-1472 名古屋芸大

京都市布京区太秦原面影町6-1
干616 峰山最短大

弘前市御幸町16-19北奥舎

〒036 弘前大

京都府総，"1-郡宇治田原町大字岩山小字丸山1-40
干610-02 京都文教短大

級岡市西千代間町1-17
〒~O ~S権大

名山辰市昭和区川名本町3-39
干466 TEL052← 762-6625 名古屋巡形短大

福岡市東区香椎駅前3-17-21鐙鎧坂ハイツ森40
干813 九州産業大

東村山市秋津町5-1-13
〒189 TEL0423-96-3970 芸大

町凹市広袴443-10
〒194-10 TEL0427← 34-5117 東海大



修会員名簿

山本宮章

山本容子

山口純寛

横田嘉雄

愛知県愛知郡長久芋町岩作三ヶ峰1-1芸大第3住宅3-5
干480-11 TEL05616-2-7526 愛知芸大

世田谷区成城2-36-8成城エコーハイツ206
干113 TEL03-415-9134 芸大

岐阜市日野3968-352
干500 TEL0582-47-6552 山田学園家政短大

吉田東 福岡市南区大字塩原226
〒815 TEL092-541-1431 九州芸工大

大阪府高槻市塚原6-18-14吉原英雄

吉 田 穂高

干569 TEL0726-96-2286 京都芸大

三鷹市井ノ頭1-13-40 女子美大

〒181 TEL0422-44-3923 日本大学芸術学部

吉本弘

家修平

若生秀ニ

渡辺達正

愛知県愛知郡日進岩崎元井ゲ17-97
干470-01 TEL05617-2-3565 愛知芸大

284 CENTER STREET ENGLEWOOD CLlFFS，N.J 
07632 TEL201.871.0554 SETON HALL UNIVERSITY 

日野市旭ケ丘1-20-19泰山荘C-201
〒191 TEL0425-83-0481 造 形 大

八王子市成ι:，22-1-208
干192-03 TEL0426-75-1655 多摩美大

愛知県愛知郡長久手町長激城屋敷76若杉雅夫

若月公平

干 TEL 東海女子短大

東村山市美住町2-11-1小山?ンション10E
干189 TEL0423-91-6407 武蔵野美大

砂一般会員名簿

東谷武美 崎玉県上福岡市駒林436-3
〒356 TEL0492-63-4779 

出 原 司 京都市中京区姉小路堀川東入ノレ
干604 TEL075-221-5658 

梅津祐司 板僑区五回7-7ハスヌマアパル トマン
干174 TEL03-965-8918 

梅 沢和雄 大宮市植竹町1-537
干330 TEL0486-66-4238 

太 田 広 神奈川県横浜市旭区鶴ケ峰1-28C-21号
干241 TEL045-371-2561 

阿 部 徳三 神予告川県秦野市渋沢158
〒259-13 TEL0463-88-0743 

木村希八 鎌倉市山崎1350-4
〒248 TEL0467-45-2223 

久保卓治 相楳原市上鶴間7-8-1-519
〒228 TEL0427-48-7769 

佐藤逸平 鎌倉市台4-13-12
干247

高橋貴和 宮城県名取市名取ヶJi5-1-1
干981-12

多国益也 広島市佐伯区五日市町五月ケ丘3-14-6
〒738-08

嘩野寿蔵 愛媛県伊予市灘町4丁目
干799-21

長谷川光輝 藤沢市辻堂西海岸2-12-4-213
干251 TEL0466-33-6758 

萩原英雄 中野区上高田5-33-8
干164 TEL03-386-0192 

三木淳史 市川市平田1-13-2
干272 TEL0473-22-1948 

惨一般会員名簿

渡辺満 町田市高ヶ坂1634-61
〒194

北岡文雄 杉並区和泉2-27-8
干168 TEL03-328-8361 

砂賛助会員名簿

新日本造形 中野区新井ト42-8
〒165 TEL 03-389-1221 

サクラクレパス 台東区蔵前3-20-2
〒111 TEL 03-862-3911 

日本版画保存会 川崎市多摩区登戸3460吉沢英哲方
〒214 TEL"044-911-9041 

渡辺木版美術画舗 中央区銀座8-6-19 
千 104 TEL 03-571-4684 

山田商会 中央区八重洲2-6-10
干104 TEL 03-281-1667・g537

萩原市蔵商庖 千代田区神田紺屋町43
〒101 TEL 03-256-3591 

芸大画 翠 台東区上野公園12-8東京芸術大学内

干100 TEL 03-821-7056 

ベンテル 千代田区東神田2-1-6
〒101 TEL 03-866-6161 

マルチカレアートセンター 港区芝浦4-6-4 I~村工芸社
(乃村工芸) 〒108 TEL 03-455-1171 

ギャラリーカプセル 中央区銀座8-16-108401堀江強志

干104 TEL 03-541-4676 

丸の内面廊 千代田区丸の内3-2-3富士ビノレ1F
〒100 TEL 03-213-8705 

びけん(本庖) 世田谷区尾山台 3-33-5
干 158 TEL 03-702-2118 

文 房 堂 千代田区神国神保町ト21
〒101 TEL 03-291-3441 

日動画廊 中央区銀座5-3-16 
干104 TEL 03-571-2553 

画荘ヴィナス 新宿区西新宿 1-15-13月半ビル内
〒160 TEL 03 -346 -2728 

画 筆 堂 京都市下京区河原町五条上ノレ
〒600 TEL 075-791-6131 

クラタ商庖 大阪市鶴見区茨回諸口町1118
干538 TEL 06-911-6561 

酒井民雄 大垣市郭町3丁目酒井啓l苫
〒503

菊図商庖 文京区本駒込3-8-2 
干113 TEL 03-821-7131 

武蔵野美術学園 武蔵野市吉祥寺東町3-3-7 
〒180 TEL 0422-22-8171 

シロタ画廊 中央区銀座7-10-8高橋ビJレ地下l階
〒104 TEL 03・572-7971-2 

釜 i宵堂画廊 中央区銀座5-5-15 
〒104 TEL 03-571-2471 

阿部出版版画芸術 目黒区上目黒4-30・12
〒153 TEL03-715-2036・2046

日本オリビエ 新宿区本村町市谷2-6
干162 TEL03-267・3811

マルマン株式会社 中野区中央ト23-7
画材部 〒164 TEL03-371-1303 

(順不同)
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砂編集後記

今回は、さまざまな原因で発行が遅れてしまい

ました。皆様に多大な御迷惑をかけてしまい、紙

面を借りておわび申し上げます。

女屋先生についての記事は、興味深いものとな

り、記事を書いて頂いた中林先生には、重ねて御

礼申し上げます。事務局も編集スタッフも、新た

に改選となり、フレッシュなスタートを切れたと

自負しております。最後に、発行に際して、御助

力を頂いた、新日本造形株式会社様にお礼申し上

げます。また、事務局長としてご苦労なさった清

水先生、長い間ありがとうございました。

(園山記)

大学版画研究会会報第15号 1986年 7月

編集ス夕、yフ 園山晴己/皆川考一/木村繁之/

筆塚稔尚/小林次男(今号のみ)

発 行 大学版画研究会

印 刷 新日本造形株式会社 ・有限会社西 川
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初ヲ版画鎗具

株式会社サワヲ ~~Jtス
困文房堂の版画材料

(木版・銅 版 ・ 石 版 )

資料をご請求下さい
東京都千代田区神田神保町 1-21 TEL(03)291-3441(代)

石版・銅版・木版

武蔵野美術学園

1年修版画科
良い版材は良い地金

版画用・銅板・亙鉛板・リト用・ジンク板・アルミ板

藷萩原市蔵商庖
東京都千代田区神田紺屋町 43番地

電話東京 (256)3591番 (代表)
武蔵野市吉祥寺東町 3-3-7

洋画・デザイン材料・額縁・石膏像・版画

事自 画荘r;;~戎
本 庖 干460名古屋市中区新栄 町 3-6 

TEL < 052 > 9 6 1 -0 5 9 1 (代)
干160東京都新宿区西新宿 1丁目 15ー 13
TEL < 03 > 346 - 2 7 2 8 (目半ビル内)

石版画用ジンタ研磨

タ商庖
大阪市鶴見区茨田諸口町1118

TEL 06-911-6561 

一フク版画用材料専門唐

現代版
銀座ギャラリー

カプセル
〒104 東京都中央区銀座 8-16-10B401 

画

東京営業所

A
Q

一
A日本版画保存

川崎市多摩区登 戸 3460 吉沢英哲方

〒214 TEL. 044-911-9041 

創業 53周年

日動画廊C~~d酔。~~色~a
ヱア彩(不透明水彩)

⑤吋4関也株式会社

令養清堂画廊
中央区銀座 5-5-15 でんわ 571-2471

翠
東京都台東区上野公園

芸術大学内宮 (821)7056 

画

丸の内画廊



版画専門メーカー I <新日本造形/本社5階〉

回新日本造形(株)ISNZ版画工房

*エ ッ チング

*リトグラフ

*シルクスクリーン

東京本社干165
東京都中野区新井 1-42-8 TEL 03-389-1221 

大 阪 支 社干540

大阪市東区森ノ宮中央 1-6 -20 TEL 06-943-1141 

大学版画研究会

どなたでも、自由にお使いいただける唯一の版画工房です。

・毎日AM.9:00-PM.5:00(日曜・祭日休み)

・2睡師指導日 .毎週水・土曜の午後

※プレス機、用具他完備グ

入会金、使用料、指導料一切不要グ

事務局 日本大学芸術学部美術学科版画研究室内

〒176 東京都練馬区旭丘2-42 TEL. 03-972-2111 (内線238)




